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【１ 成果概要】 

令和元年は、水稲の登熟期前半が高温で経過し、早期出穂、籾数過多、刈り遅れとなったとこ

ろでは、白未熟粒や胴割粒の発生割合が高くなりました。被害が大きかったところでは、次年度、

登熟期の高温対策に努めましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
【２ 留意事項】 

全県を対象とした解析であり、各地域の実態と異なる場合があります。 

令和元年産水稲の登熟期前半の高温による品質への影響と対策 

担当研究室 生産基盤研究部 生産システム研究室   

〒024-0003 岩手県北上市成田 20-1        TEL. 0197-68-4413   FAX. 0197-71-1081 

 

図１ 出穂後 20 日間の最低気温
及び籾数と白未熟 

図２ 籾数と白未熟粒割合 

表１ 県内各地点の登熟期前半の気温及び日照時間 

図３ 出穂後日平均積算気温と
白未熟粒割合 

図４ 出穂後日平均積算気温と
胴割粒割合 

出穂後 10 日間の最高気温は、各地点

とも平年より高かった。 
「胴割粒」は、出穂後 10 日間の最高気温との
関係が高い 

出穂後 20 日間の最低気温は、各地点

とも平年より高かった。 
概ね 23℃以上で「白未熟粒」が発生しやすい 

登熟期の高温対策 
 

・早期移植を避けましょう 
→登熟期の高温の影響が軽減
されます 

・栄養診断基準による施肥管理を
行いましょう 
→稲体窒素栄養状態及び籾数
の適正化が図られます 

・中干しを確実に実施しましょう 
 →根の伸長促進と健全化が図

られます 
・登熟初期の水管理（高温時の夜

間入水、間断灌漑） 
 →根の活力維持と稲の消耗を

防ぎます 
・早期落水を避けましょう 
 →腹白、胴割れの発生を防ぎま 
 す 

・適期刈り取りに努めましょう 
 →白未熟の混入と胴割れの発

生を防ぎます 

刈遅れると白未熟粒が増加。 

籾数が多いと白未熟粒が増加。 出穂が早く、籾数が多い場合、白未熟粒
が増加。 

刈遅れると胴割粒が増加。 
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